
アイディアが出てこない子への支援 

 

子どもアイディアコンテストは子どもたちが課題を見つけ、そのアプローチの方法を考え

る。 

 子どもたちの自由な発想が大切であるが、特に授業時間内で行う場合などは、アイディ

アが出てこない子どもに対しての支援が必要になる。 

 ここでは、そのようなアイディアを支援するための方法として、考えることをサポート

するためのシンキングツール®を活用した支援方法について紹介する。また、考えるため

の方法は子どもによって異なるため、個々に応じた支援が必要である。ここで紹介するシ

ンキングツール®はその一例として参考にしていただきたい。 

 

＜課題を見つけるための支援＞ 

■課題についてのイメージを広げる 

 アプローチする課題を見つけるためには、まずは子ども自身がどのようなことを知って

いて、どんなことに興味があるのかについて整理する必要がある。そこで、イメージを広

げることを支援するイメージマップを用いて、子どもが持つ課題意識の整理をサポートす

る。 

 スタートする丸の中は、子どもの実情に合わせて変更する必要があるが、ここでは「普

段の生活で困っていること」としているが、コンテストのテーマである「未来にあったら

いいなと思うもの」などのように変更しても良い。 

 イメージを広げるのが難しい子どもにはまず、普段の生活を振り返る活動が必要になる。

教師の方からその場面を投げかけ、具体的なイメージを整理させることも有効だろう。ま

た、つながりから広げるのが難しい子どもに対しては、「何があったの？」「どう思った

の？」などの問いかけを繰り返すことで、イメージを広げる。イメージマップの作成後、

つながりが多かった部分や自分が一番気になった部分などに丸をつけさせ、それをもとに

アプローチする課題を決定する。 



 
 

 
 

■気になった課題についてさらに追求し改善点を考える 

 日常の体験や困ったことからアプローチする課題が見つかったらそれをさらに追求し、

具体的な解決方法を考える。PMIシートを用いて、対象を評価することで課題をより深く掘

り下げて考える方法を紹介する。 

 イメージマップで見つけた「友達とのケンカ」について評価し、記入した例が以下のも

のである。Iについては、おもしろいところとなっているが、PまたはMに対する自分の行動

や感じたこと、思いなどを記入させても良い。このPMIのうち、特にMやIに記入された内容

を解決するための方法を考えることになる。     

■具体的な発明アイディアをまとめる 

 ここまで考えが整理できれば、この先は子どもの発想力に任せる部分になる。上のイメ

ージマップやPMIシートからは「落ち着いて話をするための道具」や「自分の気持ちをうま

く伝えるための道具」などのような発想が生まれるかもしれない。 

 その発想を支えるために、さらにイメージマップで「友達とのケンカ」に関係するもの

を書き出すことも有効だろう。 

 

 

 

 



 
＜発想を具体化するための支援＞ 

■どこがすごいかを説明させる 

 子どもたちの中には、とても面白い発想を持っているがそれをうまく説明することがで

きない子どももいるだろう。 

 その場合にはイメージを広げるような支援ではなく、子どもの持つアイディアを具体化

するための支援が必要になってくる。そのための方法としてくらげチャートを利用し、発

想を具体化するための支援方法を紹介する。 

 くらげチャートは事象に対する理由や根拠を整理するためのツールである。 

例えば、「すごい車」というアイディアを持っている子どもに対して、「何がすごいのか」

を記述させることで子どもの持つアイディアを具体化することができる。くらげチャート

が書けたら、理由の部分を、頭の部分において、「なぜ病気の人を助けることができるの

か」の理由を整理させることで子どものアイディアをさらに具体的にすることができる。   



 
 

 

 

■特徴を具体化する 

 子どもアイディアコンテストでは、アイディアを絵にして応募する。そのため、アイデ

ィアの特徴を整理させることも有効である。例えば、一つのものを多面的に見るためのツ

ール、くまで図を用い てその特徴を具体化させることができる。くまで図の観点は五感を

書かせることも多いが、下の例のように、子どものアイディアを具体化できるような観点

に変更することが大切である。 



 
 

 

 

■アピールすべき特徴を見つける 

 アイディアが具体化してくると、そのアイディアのどのような特徴をアピールするかを

考える必要がある。そのための方法として、既存のものとアイディアを比較し、特徴を明

らかにする方法を紹介する。比較するためのツールである、ベン図を使えば、自分のアイ

ディアにどんな特徴があり、どこをアピールすべきなのかを見つけることができる。ただ、

ベン図を書くためには、比較対象とするもの自体への知識も必要となってくるので、情報

を準備しておく必要がある。 

 このように自分のアイディアにしかない特徴が整理されれば、その特徴をどのようにア

ピールしていくのかを考えることができる。  

 



 
 

＜まとめとして＞ 

 以上、シンキングツール®を使った子どもの支援についてまとめたが、シンキングツー

ル®は思考を方向づけるためのツールであるため、自由な発想を持つ子どもに使ってしま

うと発想を制限してしまう可能性もある。 

 それぞれの子どもの特性に合わせて、適したツールで子どもの発想を支援することが大

切である。 

 

＜参考資料＞ 

シンキングツール～考えることを教えたい～   

http://ks-lab.net/haruo/thinking_tool/ 

 

 


